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下
田
歌
子
の
『
和
文
教
科
書
』
考

「
六
之
巻
　
更
科
日
記
」
を
中
心
に

久
保 

貴
子

１明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年
七
月
十
日
、
実
践
女
子
学
園
学
祖
・
下
田
歌

子
は
、
宮
内
省
御
用
掛
を
拝
命
す
る
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
翌
明
治
十
八

（
一
八
八
五
）
年
九
月
十
四
日
に
は
、
華
族
女
学
校
創
設
に
と
も
な
い
幹
事

及
び
教
授
兼
勤
被
主
事
に
任
用
さ
れ
、
続
く
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
二

月
十
日
に
は
華
族
女
学
校
学
監
兼
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
く
。
同
年
四
月
十

日
に
小
学
校
令
・
中
学
校
令
・
師
範
学
校
令
・
諸
学
校
通
則
が
各
公
布
さ
れ
、

学
校
制
度
の
基
礎
固
め
が
な
さ
れ
て
い
く
ま
さ
に
そ
の
前
夜
、
世
に
い
う
鹿

鳴
館
時
代
た
だ
中
の
こ
と
で
あ
る
。

す
で
に
下
田
学
校
に
お
い
て
教
育
者
と
し
て
歩
み
始
め
、
桃
夭
学
校
へ
と

私
教
育
の
場
を
進
展
さ
せ
て
き
て
い
た
下
田
歌
子
が
、
そ
の
教
育
現
場
を
当

時
宮
内
省
所
轄
の
官
立
学
校
へ
と
移
し
た
こ
と
は
ま
こ
と
に
意
義
深
い
と
い

わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

華
族
女
学
校
と
い
う
場
に
身
を
置
く
に
あ
た
っ
て
、
下
田
歌
子
が
ま
ず
着

手
し
た
の
が
『
和
文
教
科
書
』（
宮
内
省
版
）
の
編
纂
で
あ
っ
た
。
華
族
女

学
校
の
開
校
式
は
明
治
十
八
年
十
一
月
に
執
り
行
わ
れ
て
い
る
が
、
一
巻
巻

頭
に
同
年
十
二
月
の
学
校
長
・
谷
干
城
の
序
文
「
皇
后
宮
有
旨
。
設
華
族
女

学
校
。
女
史
幹
其
事
。
兼
任
教
授
。
特
憂
初
学
作
文
無
軌
範
。
而
其
業
難
進
。

遍
閲
古
人
著
作
。
選
其
文
美
而
旨
正
者
。
名
曰
和
文
教
科
書
。（
抜
粋
）」
を

い
た
だ
く
こ
と
か
ら
、
す
で
に
そ
れ
以
前
に
教
材
と
し
て
使
用
し
て
い
た
も

の
を
お
お
よ
そ
の
基
盤
と
し
て
、
そ
の
原
稿
は
準
備
さ
れ
て
い
た
と
考
え
て
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よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
他
の
誰
か
の
手
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
自

ら
の
手
で
編
纂
し
た
教
科
書
を
用
い
て
、
自
ら
が
講
義
す
る
と
い
う
強
い
意

志
と
姿
勢
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
点
で
極
め
て
象
徴
的
で
あ
り
、
女
子
教

育
の
ま
さ
に
黎
明
期
に
お
け
る
下
田
歌
子
の
教
育
姿
勢
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
る
重
要
な
業
績
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
の
数
八
十
余
り
に
上
る
下
田
歌
子
の
著
作
の
中
で
、『
源
氏
物
語
講
義
』

や
『
家
政
学
』
は
殊
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
教
育
現
場
の
状
況
を
今
に
伝
え

る
も
の
と
し
て
、
こ
の
『
和
文
教
科
書
』
は
看
過
し
が
た
い
作
品
で
あ
る
と

い
え
る
。
こ
れ
ま
で
下
田
歌
子
の
教
育
業
績
の
一
端
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
は

い
た
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
考
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
強
弱
は
あ
る

も
の
の
、
全
巻
す
べ
て
に
施
さ
れ
る
注
記
か
ら
は
、
ま
さ
に
学
祖
・
下
田
歌

子
自
身
の
講
義
す
る
声
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
得
る
貴
重
な
資
料
の
一
つ

で
あ
る
と
捉
え
た
い
。

本
稿
は
、『
和
文
教
科
書
』
全
十
巻
の
中
か
ら
実
践
女
子
大
学
に
自
筆
原

稿
も
残
さ
れ
る
「
六
之
巻

　
更
科
日
記
」
を
中
心
に
論
じ
る
。
後
述
す
る
よ

う
に
『
更
級
日
記
』
の
最
善
本
と
さ
れ
る
藤
原
定
家
筆
御
物
本
は
、
著
し
い

錯
簡
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
和
文
教
科
書
』
に
所
収
さ

れ
る
『
更
級
日
記
』
の
本
文
は
錯
簡
が
発
見
・
指
摘
さ
れ
る
以
前
の
も
の
で
、

錯
簡
し
た
状
態
の
ま
ま
の
本
文
を
採
用
し
て
お
り
、
さ
ら
に
校
訂
を
加
え
、

注
が
施
さ
れ
て
い
る
。
研
究
史
に
照
ら
し
て
も
、
錯
簡
が
正
さ
れ
る
前
の
早

い
段
階
で
『
更
級
日
記
』
に
注
目
し
た
、
特
筆
す
べ
き
業
績
で
あ
り
、
嚆
矢

的
な
注
釈
書
で
あ
る
と
言
い
切
っ
て
良
い
。
こ
れ
ま
で
、
本
書
の
内
容
に
触

れ
た
研
究
は
管
見
に
及
ば
な
い
が
、
そ
れ
が
瑕
瑾
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
先
駆
的

な
意
味
を
持
つ
注
釈
書
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
が
女

性
の
手
に
な
る
書
と
な
れ
ば
、
そ
の
価
値
は
一
層
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。

時
代
を
超
え
て
継
承
さ
れ
て
き
た
古
典
作
品
を
、
そ
の
時
代
時
代
の
枠
組

み
の
中
で
ど
う
捉
え
、
ど
う
理
解
し
、
ま
た
伝
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
か

―
こ
の
よ
う
な
先
人
の
営
み
を
下
田
歌
子
の
教
科
書
編
纂
と
い
う
仕
事
を

通
し
て
解
明
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

な
お
、『
和
文
教
科
書
』
所
収
本
は
『
更
科
日
記
』
と
表
記
す
る
が
、
現

在
こ
の
作
品
は
『
更
級
日
記
』
と
表
記
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
本
稿
で
は
『
和
文
教
科
書
』
所
収
本
の
翻
刻
箇
所
以
外
は
、『
更

級
日
記
』
と
表
記
し
て
い
る
。

２『
和
文
教
科
書
』
は
、
次
の
よ
う
な
全
十
巻
に
編
纂
・
構
成
さ
れ
る
袋
綴

に
装
丁
さ
れ
た
板
本
（
縦
二
十
三
・
三
×
横
十
五
・
五
セ
ン
チ
内
外
）
で
あ
る
。

「
一
之
巻

　
徒
然
草
ぬ
き
ほ
」・「
二
之
巻

　
徒
然
草
ぬ
き
ほ
」・「
三
之
巻

　

い
さ
よ
ひ
の
日
記

　
阿
仏
」・「
四
之
巻

　
か
ら
物
語
ぬ
き
ほ
」・「
五
之
巻

　

方
丈
記
　
鴨
長
明
」・「
六
之
巻
　
更
科
日
記
　
菅
原
孝
標
女
」・「
七
之
巻
　

宇
治
拾
遺
物
語
ぬ
き
ほ
」・「
八
之
巻
　
宇
治
拾
遺
物
語
ぬ
き
ほ
」・「
九
之
巻
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土
佐
日
記

　
紀
貫
之
」・「
十
之
巻

　
竹
取
物
語
」。

最
初
に
、
本
書
が
編
纂
さ
れ
た
目
的
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
以
下
に
、

巻
一
冒
頭
に
置
く
下
田
歌
子
自
身
が
示
す
「
例
言
（
抜
粋
）」
を
あ
げ
る

（
一
部
旧
字
体
表
記
を
私
に
改
め
る
）。「
例
言
」
に
は
、
こ
の
編
纂
作
業
が
、

「
こ
こ
に
い
う
和
文
と
は
い
わ
ゆ
る
文
語
体
の
文
章
を
意
味
し
、
正
し
い
文

法
と
読
み
方
、
作
文
作
歌
を
課
し
て
「
和
文
の
構
成
を
理
会
」
さ
せ
よ
う
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。」（『
實
踐
女
子
學
園
一
〇
〇
年
史
』 1
）、
と
宣
言
さ
れ

て
い
る
。

　
和
文
学
は
、
和
文
の
構
成
を
理
会
せ
し
め
、
又
よ
く
、
和
文
を
記
述

せ
し
む
べ
き
、
学
科
な
れ
ば
、
先
づ
、
和
文
の
上
に
切
要
な
る
、
諸
般

の
法
則
よ
り
、
教
ふ
べ
き
な
り
。
若
し
、
其
法
則
を
教
へ
ず
し
て
、
徒

ら
に
書
を
講
じ
、
歌
文
を
作
ら
し
め
ん
と
せ
ば
、
到
底
、
こ
の
学
科
の

要
領
は
、
得
し
む
る
こ
と
、
能
は
ざ
る
べ
し
。
今
和
文
学
の
法
則
と

し
て
、
教
ふ
べ
き
も
の
を
い
へ
ば
、
第
一
に
、
発
音
、（
口
語
上
の
発

音
、
お
よ
び
五
十
音
の
変
化
を
教
ふ
。）
第
二
に
、
仮
名
づ
か
ひ
、（
清

音
、
濁
音
、
音
便
、
字
音
の
仮
字
を
教
ふ
。
此
教
授
の
時
間
、
お
ほ
よ

そ
二
十
時
間
、）
第
三
に
、
こ
と
ば
、（
歌
文
の
解
剖
よ
り
得
た
る
、
各

種
の
性
質
を
、
た
も
て
る
詞
に
て
即
ち
、
名
詞
、
形
容
詞
、
動
詞
、
副

詞
の
た
ぐ
ひ
、
及
び
、
其
上
に
存
す
る
、
切
要
な
る
、
諸
法
則
を
教

ふ
。
此
教
授
の
時
間
、
お
ほ
よ
そ
九
十
余
時
間
、）
第
四
に
、
歌
文
の

構
成
、（
種
々
の
性
質
を
、
た
も
て
る
詞
を
、
く
み
た
て
ゝ
ゆ
く
順
序
、

お
よ
び
、
種
々
の
文
章
、
種
々
の
歌
を
作
る
に
、
切
要
な
る
諸
法
則

を
教
ふ
。
此
教
授
の
時
間
、
お
ほ
よ
そ
五
十
余
時
間
、）
第
五
に
、
弖

爾
乎
波
の
、
と
と
の
へ
な
り
。（
名
詞
と
副
詞
と
に
従
ふ
、
弖
爾
乎
波

を
、
結
び
と
ゝ
の
ふ
る
み
ち
を
教
ふ
。
此
教
授
の
時
間
、
お
ほ
よ
そ

三
十
余
時
間
、）
但
し
、
此
順
序
は
、
必
し
も
、
か
く
の
如
く
な
る
べ

し
と
、
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
殊
に
発
音
な
ど
は
、
今
と
み
に
、
教
ふ
べ

く
も
あ
ら
ね
ば
、
五
十
音
上
の
変
化
の
み
を
、
教
へ
て
足
る
べ
く
、
ま

た
、
弖
爾
乎
波
は
、
歌
文
構
成
の
次
に
す
べ
き
、
条
理
な
れ
ど
も
、
仮

名
づ
か
ひ
の
、
次
に
お
く
や
、
便
り
な
ら
ん
。（
こ
れ
は
、
最
初
よ
り
、

作
文
詠
歌
、
お
よ
び
読
書
を
、
課
す
る
な
ら
ひ
な
れ
ば
な
り
。）
さ
れ

ば
、
此
学
科
を
、
教
ふ
る
に
は
、
先
づ
、
其
法
則
を
教
へ
、
次
に
読
書

と
、
作
文
詠
歌
と
を
、
課
す
べ
し
。
読
書
は
、
法
則
の
、
古
文
に
あ
ら

は
れ
た
る
跡
、
お
よ
び
其
変
化
を
、
理
会
せ
し
む
る
為
に
て
、
作
文
詠

歌
は
、
法
則
の
、
運
用
に
熟
達
せ
し
め
ん
の
、
目
的
な
り
。（
作
文
詠

歌
は
、
仮
名
づ
か
ひ
と
、
弖
爾
乎
波
と
を
、
教
へ
を
は
り
て
、
課
す
べ

し
。
読
書
は
、
最
初
よ
り
課
す
る
も
、
よ
か
ら
ん
。）

ま
た
、
こ
れ
に
続
い
て
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
の
経
緯
と
意
図
と
を
示
し

て
い
る
。
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此
書
は
、
か
み
に
い
へ
る
、
和
文
学
の
読
書
の
課
に
、
供
ふ
る
書
な

り
。
従
来
、
読
書
の
科
に
は
、
竹
取
物
語
、
空
穂
物
語
、
住
吉
物
語
、

落
窪
物
語
、
源
氏
物
語
、
栄
花
物
語
、
宇
治
拾
遺
物
語
、
徒
然
草
、
土

佐
日
記
、
十
六
夜
日
記
な
ど
や
う
の
書
を
、
仮
用
し
来
り
し
か
ど
も
、

其
書
ど
も
は
、
も
と
よ
り
、
教
科
書
と
し
て
、
か
き
た
る
に
あ
ら
ね
ば
、

仮
用
に
だ
に
も
、
不
適
当
を
覚
ゆ
る
と
こ
ろ
、
少
な
か
ら
ず
。
殊
に
、

男
女
の
な
か
ら
ひ
な
ど
、
え
も
い
は
ぬ
、
ふ
し
さ
へ
あ
り
て
、
教
へ
の

席
に
は
、
も
ち
い
づ
べ
く
も
あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
、
此
書
は
、
上
の
物
語

日
記
な
ど
よ
り
、
和
文
を
習
ふ
に
、
便
り
な
ら
ん
と
、
思
は
る
ゝ
ふ
し

〴
〵
を
、
え
ら
び
と
り
て
、
ぬ
き
ほ
と
は
、
し
つ
る
な
り
。

こ
の
「
例
言
」
の
通
り
、
す
で
に
桃
夭
学
校
に
お
け
る
学
科
課
程
表
（
明

治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
）
に
は
右
に
列
記
さ
れ
る
作
品
な
ど
を
、
講
義
な

ら
び
に
輪
講
の
教
材
と
し
て
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
が 2
、
新
た
に

下
田
歌
子
が
『
和
文
教
科
書
』
を
編
纂
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
の
教
材
を

再
検
討
し
、
取
捨
選
択
を
加
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
華
族
女
学

校
と
い
う
新
し
い
教
育
現
場
へ
と
臨
む
下
田
歌
子
の
新
た
な
決
意
の
一
端
が

表
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か 3
。

一
見
し
て
短
編
作
品
を
中
心
に
採
り
上
げ
て
お
り
、
ま
た
中
・
長
編
作

品
は
一
章
段
ご
と
に
短
く
区
切
っ
て
読
む
こ
と
が
可
能
な
作
品
を
、
さ
ら

に
「
ぬ
き
ほ
」
と
抄
出
し
て
採
収
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
、
長
編
の
文
学
作
品
を
時
間
を
か
け
て
読
み
解
く
と
い
う
よ
り

も
、
一
冊
あ
る
い
は
二
冊
で
読
み
切
る
こ
と
が
可
能
な
短
編
を
収
録
す
る
こ

と
で
、
教
育
現
場
と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
で
あ
っ
て
も
お
お
よ
そ
全
編
解
読

が
可
能
に
な
り
、
そ
の
特
化
し
た
作
品
中
で
の
講
義
に
お
い
て
、
前
掲
し
た

「
例
言
」
に
あ
る
、「
此
学
科
を
、
教
ふ
る
に
は
、
先
づ
、
其
法
則
を
教
へ
、

次
に
読
書
と
、
作
文
詠
歌
と
を
、
課
す
べ
し
。
読
書
は
、
法
則
の
、
古
文
に

あ
ら
は
れ
た
る
跡
、
お
よ
び
其
変
化
を
、
理
会
せ
し
む
る
為
に
て
、
作
文
詠

歌
は
、
法
則
の
、
運
用
に
熟
達
せ
し
め
ん
の
、
目
的
な
り
。」
と
の
方
針
に

沿
っ
て
十
分
に
目
配
り
が
叶
う
よ
う
に
編
纂
さ
れ
た
様
子
が
う
か
が
い
知
れ

る
。
さ
ら
に
「
例
言
」
に
は
各
教
授
内
容
に
応
じ
て
「
此
教
授
の
時
間
、
お

ほ
よ
そ
二
十
時
間
」、「
此
教
授
の
時
間
、
お
ほ
よ
そ
九
十
余
時
間
」、
の
よ

う
に
お
お
よ
そ
の
時
間
配
分
も
示
さ
れ
て
い
る
。
創
生
期
の
女
学
校
に
於
い

て
の
講
義
で
、
お
そ
ら
く
教
え
る
側
に
は
指
導
し
や
す
く
、
学
ぶ
側
に
も
理

解
し
や
す
い
で
あ
ろ
う
と
自
身
が
考
え
選
定
し
た
作
品
群
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
よ
う
。「
も
と
よ
り
教
科
書
と
し
て
か
き
た
る
に
あ
ら
ぬ
」
古
典
作
品

か
ら
一
般
に
わ
か
り
や
す
い
教
材
を
選
ん
で
提
供
す
る
姿
勢
は
、
ま
さ
に
後

年
、『
源
氏
物
語
講
義
』
の
著
作
に
お
い
て
下
田
歌
子
が
示
し
た
「
わ
か
り

や
す
い
」
本
文
の
校
訂
態
度 4
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
公
的
な
場
で
使
用
す

る
教
科
書
の
選
定
と
刊
行
と
に
は
、
下
田
歌
子
自
身
が
教
育
の
基
礎
と
し
て

重
き
を
置
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
各
巻
冒
頭
に
は
「
美
濃

　
源
歌
子
編
輯
」
と
明
記
さ
れ
、
自
身
の
責
任
と
決
意
の
程
を
知
ら
し
め
て
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い
る
。

そ
し
て
こ
の
教
科
書
は
、
そ
の
後
重
版
し
な
が
ら
使
い
続
け
ら
れ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
主
な
刊
記
か
ら
、
そ
の
変
遷
を
追
っ
て
い
く
。

（
一
）

明
治
十
九
年
四
月
九
日

　
　
版
権
免
許

同
　
　
　
年
同
月
十
三
日

　
版
権
譲
受
御
届

同
　
　
　
年
同
月

　
　
　
　
出
版

編
輯
人  

下
田
歌
子

 
 

東
京
四
谷
尾
張
町
九
番
地

出
版
人  

平
尾
鍗
蔵

　

 
 

東
京
四
谷
尾
張
町
九
番
地

製
本
兼  

中
央
堂

　
宮
川
保
全

発
兌
元  

東
京
神
田
猿
楽
町
三
丁
目
一
番
地

発
兌
元  

十
一
堂

　
明
石
範
貞

 
 

東
京
京
橋
南
鍋
町
二
丁
目
三
番
地

売
捌
元  

東
京
日
本
橋
横
山
町
二
丁
目

 
 

十
一
堂
支
店

 
 

大
阪
心
斎
橋
通
北
久
宝
寺
町

 
 

三
木
佐
助

（
二
）

明
治
十
九
年
四
月
九
日

　
　
版
権
免
許

同
　
　
　
年
同
月
十
三
日

　
版
権
譲
受
御
届

同
　
　
　
年
同
月

　
　
　
　
出
版

同
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

　
訂
正
印
刷
再
版

編
者 

 

下
田
歌
子

 
 

東
京
四
谷
区
尾
張
町
九
番
地

発
行
兼  

宮
川
保
全

印
刷
者  

東
京
日
本
橋
区
通
塩
町
八
番
地

発
行
所  

中
央
堂

 
 

右
同
所

（
三
）

明
治
二
十
二
年
四
月
廿
六
日

　
印
刷

　
版
権
所
有

　
　
全

　
　
　
五
月
二
日

　
　
出
版

編
者 

 

下
田
歌
子

 
 

東
京
四
谷
区
尾
張
町
九
番
地

発
行
兼  

宮
川
保
全

印
刷
者  

東
京
日
本
橋
区
通
塩
町
八
番
地

発
行
所  

中
央
堂

 
 

右
同
所
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（
一
）
に
見
ら
れ
る
「
出
版
人

　
平
尾
鍗
蔵
」
名
義
の
出
版
は
、
当
時
職

を
転
々
と
す
る
状
態
で
あ
っ
た
弟
・
平
尾
鍗
蔵
に
対
す
る
下
田
歌
子
の
配

慮
と
考
え
ら
れ
る
が 5
、（
二
）・（
三
）
に
あ
る
よ
う
に
訂
正
し
な
が
ら
（
例

え
ば
、
後
掲
の
『
和
文
教
科
書
』「
六
之
巻

　
更
科
日
記
」
頭
注
⑩
は
、
改

訂
の
際
に
削
除
さ
れ
て
い
る
）
印
刷
を
重
ね
、
再
版
を
続
け
て
い
る
こ
と

は
、
こ
の
『
和
文
教
科
書
』
の
需
要
度
を
物
語
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

「
桃
夭
学
校
教
科
書
表
（
和
歌
文
科
ノ
部
）」
に
は
、「
徒
然
草
」（
二
巻
・
寛

永
三
年
正
月
再
刻
）、「
古
今
集
」（
二
十
巻
二
冊
・
明
治
二
年
三
月
新
刻
）、

「
枕
草
紙
」（
三
巻
・
延
宝
二
年
七
月
新
刻
）、「
源
氏
物
語
」（
五
十
四
巻
・

延
宝
元
年
十
一
月
新
刻
）、「
万
葉
集
」（
二
十
四
巻
・
文
化
二
年
八
月
新
刻
）

な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
が 6
、
こ
の
よ
う
に
従
来
、
お
お
む
ね
江
戸
期
の
板
本

を
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
改
め
て
新
し
い
女
子
学
校
で

の
教
科
書
の
必
要
性
を
強
く
意
識
し
編
纂
・
出
版
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
ま
た
、
折
し
も
の
教
科
書
「
許
可
制
」
と
い
う
時
流
に
後
押
し
を
さ
れ

た
部
分
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

３以
下
、『
和
文
教
科
書
』「
六
之
巻

　
更
科
日
記
」
頭
書
注
記
本
文
を
掲

出
す
る
。
掲
出
に
際
し
て
、
私
に
巻
頭
か
ら
順
次
①
以
下
の
番
号
を
付
し
、

（
　
）
に
底
本
該
当
本
文
の
各
丁
数
を
漢
数
字
、
各
丁
表
裏
を
オ
・
ウ
、
行

数
を
数
字
で
表
し
た
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
注
記
の
該
当
す
る
「
更
科
日
記
」

本
文
と
江
戸
時
代
の
諸
板
本
間
と
の
異
同
を
記
し
、
下
田
歌
子
自
筆
原
稿
と

異
な
る
場
合
は
、
あ
わ
せ
て
自
筆
原
稿
頭
注
を
な
る
べ
く
尊
重
す
る
形
で
記

し
た
（
同
一
の
場
合
は
省
略
し
て
い
る
。
な
お
、
自
筆
原
稿
頭
注
に
付
さ

れ
た
○
△
等
の
記
号
（
下
田
自
筆
で
あ
ろ
う
）
も
掲
出
し
参
考
に
供
し
た
）。

校
合
に
使
用
し
た
の
は
、
群
書
類
従
所
収
本
・
元
禄
十
七
年
板
本
・
西
門
蘭

渓
校
天
保
九
年
板
本
（
略
号
は
そ
れ
ぞ
れ
［
和
］［
群
］［
元
］［
西
］
で
示

す
）
で
あ
る
。
自
筆
原
稿
は
、「
宮
内
省
用
箋
」
一
面
二
十
字
×
十
行
の
原

稿
用
紙
六
十
九
枚
（
表
紙
一
枚
、
原
稿
六
十
八
枚
）
に
本
文
・
頭
書
を
墨
筆
、

句
読
点
・
訂
正
箇
所
他
が
朱
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
（
実
践
女
子
大
学
図
書
館

登
録
番
号
Ｓ
コ
192
、
ゴ
チ
ッ
ク
体
で
示
し
、
朱
書
は
（
朱
）
と
分
別
す
る
）。

随
所
ペ
ン
書
と
推
測
さ
れ
る
痕
跡
も
認
め
ら
れ
る
が
、
経
年
の
為
か
劣
化
著

し
く
一
部
を
除
き
（
※
で
示
す
）
お
お
む
ね
判
読
不
可
能
な
状
態
で
あ
る
。

紙
表
紙
を
補
強
目
的
で
近
年
に
施
し
た
袋
綴
装
と
思
わ
れ
る
（
二
十
四
・
三

×
十
六
・
三
セ
ン
チ
）。

『
和
文
教
科
書
』「
六
之
巻

　
更
科
日
記
」

①
（
一
オ
1
）

此
日
記
は
、
誤
脱
多
く
、
異
本
ど
も
、
か
れ
こ
れ
見
あ
は
せ
た
り
し
か

ど
も
、
猶
こ
は
と
い
ふ
べ
き
は
、
見
い
で
ね
ど
も
、
此
頃
の
、
文
章
の

す
が
た
を
見
ん
に
は
、
便
り
と
も
な
り
ぬ
べ
け
れ
ば
と
て
、
斯
く
は
、
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編
み
入
れ
た
る
な
り
。

②
（
一
ウ
6
） 

［
和
］
さ
ぶ
ら
ふ
な
る

 
 

［
群
］
候
な
る

 
 

［
元
］［
西
］
さ
ふ
ら
ふ
な
る

　
さ
ぶ
ら
ふ
な
る
の
下
に
は
、
を9

文
字
の
あ
る
べ
き
を
省
け
り
。

　
さ
ぶ
ら
ふ
な
る
の
下
に
は
、
を9

文
字
の
あ
る
べ
き
を
、
省
き
た
る
な
り
。

③
（
二
オ
4
） 

［
和
］［
西
］
見
す
て
奉
る

 
 

［
群
］
み
す
て
奉
る

 
 

［
元
］
見
す
て
た
て
ま
つ
る

　
見
す
て
奉
る
の
下
に
は
、
が9

文
字
の
あ
る
べ
き
を
、
省
け
り
。

　
見
す
て
奉
る
の
下
に
は
、
が9

④
（
四
オ
3
） 

［
和
］［
群
］［
元
］［
西
］
ふ
し
た
る

　
ふ
し
た
る
の
下
に
は
、
を9

文
字
の
あ
る
べ
き
を
、
省
け
り
。

⑤
（
五
オ
4
） 

［
和
］［
群
］［
元
］［
西
］
ひ
た
え

　
ひ
た
え
は
、
直
柄
に
て
、
す
ぐ
に
す
げ
た
る
、
柄
な
り
と
ぞ
。

　
△
（
朱
）

⑥
（
六
オ
7
） 

［
和
］
逃
げ
ゝ
る
と

 
 

［
群
］［
西
］
逃
け
る
と

 
 

［
元
］
に
け
ゝ
る
と

　
逃
げ
ゝ
る
の
下
に
は
、
よ9

文
字
の
あ
る
べ
き
を
、
省
け
り
。

⑦
（
六
ウ
5
） 

［
和
］［
元
］［
西
］
い
か
に
あ
れ
と

 
 

［
群
］
い
か
で
あ
れ
ど

い
か
に
と
あ
れ
と
は
、
一
本
に
、
い
か
て
あ
れ
と
と
も
あ
れ
ど
も
、
事

の
意
き
こ
え
が
た
し
。
前
後
に
、
脱
文
あ
る
べ
し
。

⑧
（
七
オ
5
） 

［
和
］［
群
］
す
ま
せ
奉
り
け
る
家
を

 
 

［
元
］
す
ま
せ
た
て
ま
つ
り
け
る
家
を

 
 

［
西
］
住
せ
奉
り
け
る
家
を

す
ま
せ
奉
り
け
る
家
を
の
、
家9

は
、
誤
り
な
ら
ん
。
な
く
て
、
よ
き
所

な
り
。

⑨
（
八
オ
1
） 

［
和
］［
群
］
見
え
ぬ

 
 

［
元
］［
西
］
み
え
ぬ

見
え
ぬ
の
ぬ9

は
、
ず9

の
あ
や
ま
り
な
る
べ
し
。
ぬ9

に
て
は
、
て
に
を
は

調
ひ
が
た
し
。
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⑩
（
八
ウ
3
） 

［
和
］［
群
］［
西
］
ま
ご
と
い
ふ

 
 

［
元
］
ま
こ
と
い
ふ

ま
ご
と
い
ふ
の
下
に
は
、
脱
文
あ
る
べ
し
。
も
の
と
い
ふ
語
ど
も
を
や
、

添
ふ
べ
か
ら
ん
。

⑪
（
九
オ
8
）  

［
和
］［
群
］
あ
る

 
 

［
元
］［
西
］
あ
る
を

あ
る
の
下
に
は
、
を9

文
字
の
あ
る
べ
き
を
、
省
け
り
。

⑫
（
九
オ
10
） 

［
和
］
三
所
に
流
れ
た
る

 
 

［
群
］
三
と
こ
ろ
に
な
が
れ
た
る

 
 

［
元
］
三
所
に
な
か
れ
た
る

 
 

［
西
］
三
所
流
れ
た
る

流
れ
た
る
の
下
に
も
、
を9

文
字
の
あ
る
べ
き
を
、
省
け
り
。

⑬
（
十
ウ
8
） 

［
和
］
来
年
あ
く
べ
き
に
も
、
か
み
な
し
て

 
 

［
群
］
ら
い
ね
ん
あ
く
べ
き
事
も
か
み
な
し
て

 
 

［
元
］
ら
い
ね
ん
あ
く
へ
く
に
も
い
ミ
な
し
て

 
 

［
西
］
来
年
〇 ○

な
る
べ
き
国
と
も
を
地
も
く
の
を
皆
か
き
て
此
国
ら
い
ね
ん
塙
本
写
本
ア
リ

あ
ぐ
へ
き
に
も
か
ミ
な
し
て

か
み
な
し
て
は
、
守
な
く
て
を
、
写
し
誤
れ
る
に
も
や
あ
ら
ん
か
。
此

わ
た
り
、
誤
脱
あ
る
べ
し
。

「
か
み
な
し
て
」
ハ
△
守
な
く
て
の
あ
や
ま
り
か
。（
朱
）

⑭
（
十
一
ウ
5
） 

［
和
］
渡
し
た
り
し

 
 

［
群
］［
元
］［
西
］
わ
た
し
た
り
し

渡
し
た
り
し
の
下
に
は
、
が9

文
字
の
あ
る
べ
き
を
、
省
け
り
。
渡
り
し

は
、
一
本
に
は
、
渡
せ
し
と
も
あ
る
を
、
み
れ
ば
、
渡
せ
り
し
と
あ
り

し
を
、
誤
写
せ
し
に
や
。（

マ
マ
）

、

⑮
（
十
二
ウ
9
） 

［
和
］
あ
し
が
ら
な
り
し

 
 

［
群
］
あ
し
が
ら
成
し

 
 

［
元
］
あ
し
か
ら
な
り
し

 
 

［
西
］
足
柄
な
り
し

あ
し
が
ら
な
り
し
の
下
に
は
、
を9

文
字
の
あ
る
べ
き
を
、
省
け
り
。

⑯
（
十
四
ウ
1
） 

［
和
］［
群
］［
西
］
わ
び
し
か
り
つ
る

 
 

［
元
］
わ
ひ
し
か
り
つ
る

◎
（
朱
）

わ
び
し
か
り
つ
る
の
下
に
は
、
に9

文
字
の
あ
る
べ
き
を
、
省
け
り
。

⑰
（
十
五
オ
5
） 

［
和
］［
群
］
な
く
な
り
に
し
ぞ
と

 
 

［
元
］［
西
］
な
く
な
り
し
そ
と
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な
く
な
り
に
し
ぞ
と
の
下
に
、
い
ふ
に
な
ど
の
文
字
を
、
添
へ
て
聞
く

べ
し
。

⑱
（
十
五
オ
8
） 

［
和
］［
群
］［
元
］［
西
］
し
て
し

し
て
し
は
、
し
て
き
と
い
は
で
は
、
て
に
を
は
調
ひ
が
た
し
。
伝
写
の

誤
り
に
も
や

⑲
（
十
九
ウ
5
） 

［
和
］［
群
］［
元
］［
西
］
た
ち
や
あ
ら
ま
し

た
ち
や
あ
ら
ま
し
は
、
誤
脱
も
や
あ
る
ら
ん
。
数
本
、
み
な
、
斯
く
の

ご
と
く
な
れ
ど
も
、
意
さ
だ
か
な
ら
ず
。

△
（
朱
）

⑳
（
二
十
ウ
9
） 

［
和
］
な
り
果
て
ゝ
ぞ

 
 

［
群
］
成
果
て
ぞ

 
 

［
元
］［
西
］
な
り
は
て
ゝ
そ

な
り
果
て
ゝ
ぞ
の
、
ぞ9

文
字
、
お
ち
つ
か
ず
。
ひ
と
つ
の
動
詞
、
お
ち

た
る
な
る
べ
し
。

○
（
朱
）

㉑
（
二
十
四
ウ
9
）

［
和
］ 

森
の
あ
る
、
お
か
し
き
所
か
な
、
み
せ
て
と
、
先
づ
思
ひ
い

で
ゝ
、
こ
ゝ
は
、
い
づ
こ
と
か
い
ふ
と
問
へ
ば
、

［
群
］ 

も木
む
らり

の
あ
る
お
か
し
き
所
か
な
。
見
せ
て
と
ま
づ
思
ひ
い
で

て
。
こ
ゝ
は
い
づ
こ
と
か
い
ふ
と
と
へ
ば
。

［
元
］ 

森も
り

の
あ
る
お
か
し
き
所
か
な
ミ
せ
て
と
。
ま
つ
お
も
ひ
出
て
。

こ
ゝ
ハ
い
つ
こ
と
か
い
ふ
と
ゝ
へ
は
。

［
西
］ 

森
の
あ
る
を
か
し
き
所
か
な
ミ
せ
て
と
、
ま
づ
お
も
ひ
出
て

こ
ゝ
ハ
い
つ
こ
と
か
い
ふ
と
ゝ
へ
ハ

森
云
々
よ
り
、
問
へ
ば
の
間
に
、
詞
お
ち
た
る
べ
し
。

意
た
し
か
に
、
き
こ
え
が
た
し
。

△
（
朱
）

㉒
（
二
十
五
オ
7
） ［
和
］
返
り
ご
と
に

 
 

［
群
］
返
ご
と
に

 
 

［
元
］［
西
］
返
事
に

返
り
ご
と
は
、
か
へ
し
と
あ
る
べ
き
こ
と
、
教
科
書
三
の
巻
、
四
丁
に

い
へ
る
が
如
し
。

か
へ
り
ご
と
●

は
、
か
へ
し
と
あ
る
べ
き
なこ

とり
教
科
書
三
の
巻
、
四
丁

に
い
へ
る
が
如
シ
。（
※
）

㉓
（
二
十
五
ウ
6
） ［
和
］［
群
］［
西
］
ま
こ
と
し
か
べ
い

 
 

［
元
］
ま
こ
と
し
か
へ
い
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ま
こ
と
し
か
べ
い
は
、
ま
こ
と
し
か
る
べ
き
を
、
或
ひ
は
約
め
、
或
は

音
便
に
し
て
、
い
ひ
な
し
た
る
な
り
。

㉔
（
二
十
六
ウ
1
） ［
和
］
申
す
べ
き
と

 
 

［
群
］［
西
］
申
べ
き
と

 
 

［
元
］
申
へ
き
と

○申
す
べ
き
の
下
は
、
ぞ9

文
字
を
省
き
た
る
な
り
。
べ
き
に
て
、
切
れ
た

る
に
は
、
あ
ら
ず
。

㉕
（
二
十
七
オ
9
） ［
和
］［
群
］
神
仏
に
か
は

 
 

［
元
］［
西
］
神
仏
に
か
ハ

神
仏
に
か
は
な
ど
の
、
か
は
ハ
、
反
辞
に
は
あ
ら
ず
。
神
仏
に
か
あ
ら

ん
さ
る
は
な
ど
い
ふ
べ
き
を
、
斯
く
は
、
略
せ
し
な
る
べ
し
。
此
た
ぐ

ひ
、
此
ご
ろ
の
、
書
ど
も
に
、
多
し
。

㉖
（
二
十
八
ウ
8
） ［
和
］
侍
ら
ひ
け
る
、
尋
ね
て
、

 
 

［
群
］
さ長

和
二
年
正
月
廿
七
日
待
一
品
宮
自
楼
後
三
家
遷
給
三
条
宮

ぶ
ら
ひ
け
る
た
づ
ね
て

 
 

［
元
］
さ
ふ
ら
ひ
け
る
た
つ
ね
て

 
 

［
西
］
さ

（
頭
注
）塙
本
写
本
此
注
ア
リ
長
和
二
年
正
月
廿
七
日
待
一
品
宮
自
楼
後
三
家
迂
給
三
条
宮

ふ
ら
ひ
け
る
た
づ
ね
て

　 

（
二
十
八
ウ
9
）［
和
］［
群
］［
元
］［
西
］
お
ろ
し
た
る
と
て

侍
ら
ひ
け
る
の
下
に
は
、
を9

文
字
の
あ
る
べ
き
を
、
省
け
り
。
お
ろ
し

た
る
の
下
に
は
、
ぞ9

文
字
を
省
け
る
な
り
。
た
る
よ
り
、
直
ち
に
、
と

て
に
、
か
け
た
る
に
は
あ
ら
ず
。

㉗
（
三
十
二
ウ
7
） ［
和
］
有
り
つ
る
と
い
ふ
に

 
 

［
群
］
有
つ
る
と
い
ふ
に

 
 

［
元
］［
西
］
あ
り
つ
る
と
い
ふ
に

○
（
朱
）

有
り
つ
る
と
は
、
有
り
つ
な
ど
と
あ
り
し
を
、
誤
写
せ
し
な
る
べ
し
。

つ
る
よ
り
、
と9

に
か
ゝ
ら
ざ
る
は
、
い
ふ
も
更
な
れ
ど
も
、
た
と
へ
、

か
く
と
し
て
も
、
詞
た
ら
ぬ
こ
ゝ
ち
せ
ら
る
。

㉘
（
三
十
五
ウ
8
） ［
和
］
思
ふ
べ
き
と

 
 

［
群
］［
西
］
お
も
ふ
べ
き
と

 
 

［
元
］
お
も
ふ
へ
き
と

　
思
ふ
べ
き
の
下
に
は
、
ぞ9

文
字
の
あ
る
べ
き
を
、
省
け
り
。

㉙
（
三
十
七
オ
2
） ［
和
］
風
を
、
み
に
し
め
て

 
 

［
群
］
風
を
身
に
し
め
て

 
 

［
元
］［
西
］
風
を
ミ
に
し
め
て

風
を
身
に
し
め
て
は
、
風
の
身
に
し
み
て
の
、
誤
り
に
は
あ
ら
ぬ
か
。



女性と文化　第 1 号 78

し
め
て
と
い
へ
ば
、
下
句
の
恋
ひ
し
き
を
、
他
動
の
語
に
か
へ
で
は
、

自
他
の
語
脈
と
ゝ
の
ひ
が
た
し
。
此
日
記
、
誤
脱
多
け
れ
ば
、
う
ち
思

は
る
ゝ
ま
ゝ
を
な
ん
。

風
を
身
に
し
め
て
は
、
も
し
く
は
風
の
身
に
し
み
て
と
あ
る
を
誤
□

（
判
読
不
能
）

の
、

誤
り
に
は
あ
ら
ぬ
か
。
し
め
て
と
い
へ
ば
、
下
句
の
恋
ひ
し
き
を
、
他

動
の
語
に
か
へ
で
は
、
自
他
の
語
脈
と
ゝ
の
ひ
●

が
た
し
。
此
日
記
、

誤
脱
多
け
れ
ば
、
う
ち
思
は
る
ゝ
ま
ゝ
を
な
ん
。（
※
）

㉚
（
三
十
七
ウ
6
） ［
和
］
返
り
事
に

 
 

［
群
］
か
へ
り
ご
と
に

 
 

［
元
］［
西
］
か
へ
り
こ
と
に

か
へ
り
ご
と
は
、
か
へ
し
と
あ
る
べ
き
事
、
上
に
い
へ
る
が
如
し
。

㉛
（
三
十
八
オ
6
） ［
和
］
返
り
事
に

 
 

［
群
］
か
へ
り
ご
と
に

 
 

［
元
］［
西
］
か
へ
り
こ
と
に

か
へ
り
ご
と
は
、
上
に
い
へ
る
が
如
し
。

㉜
（
三
十
八
オ
8
） ［
和
］［
元
］［
西
］
か
へ
り
た
り
し

 
 

［
群
］
帰
た
り
し

○
（
朱
）
○△
（
朱
）

た
り
し
は
、
た
り
き
な
ら
で
は
、
て
に
を
は
調
ひ
が
た
し
。
例
の
誤
写

な
る
べ
し
。

㉝
（
三
十
九
オ
8
） ［
和
］
返
り
事
に

 
 

［
群
］
返
事
に

 
 

［
元
］［
西
］
か
へ
り
こ
と
に

か
へ
り
ご
と
は
、
上
に
い
へ
る
が
如
し
。

㉞
（
四
十
四
ウ
4
） ［
和
］
く
ち
を
し
か
ら
ざ
な
り

 
 

［
群
］［
元
］
く
ち
お
し
か
ら
ざ
な
り

 
 

［
西
］
く
ち
を
し
か
ら
さ
な
り

く
ち
を
し
か
ら
ざ
な
り
は
、
口
を
し
か
ら
ざ
る
な
り
と
い
ふ
べ
き
を
省

け
る
な
り
。

㉟
（
四
十
六
オ
3
） ［
和
］
な
な
り
な

 
 

［
群
］［
元
］［
西
］
な
ゝ
り
な

な
ゝ
り
な
は
、
な
り
な
と
あ
り
し
を
、
伝
写
の
誤
り
に
て
、
な9

文
字
、

ひ
と
つ
、
書
き
添
え
た
る
に
は
あ
ら
ぬ
か
。

㊱
（
四
十
六
ウ
6
） ［
和
］［
群
］
あ
べ
か
め
れ
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［
元
］［
西
］
あ
へ
か
め
れ

	
	

○
（
朱
）

あ
べ
か
め
れ
は
、
あ
る
べ
か
る
め
れ
を
省
き
し
な
り
。

㊲
（
四
十
七
オ
4
） ［
和
］［
群
］［
元
］［
西
］
さ
べ
き

さ
べ
き
は
、
さ
る
べ
き
を
省
き
し
な
り
。

コ
ノ
一
枚
前
後
せ
り
丁
数
を
ミ
合
せ
か
く
べ
し
（
朱
）

㊳
（
五
十
オ
9
） 

［
和
］［
群
］
ぐ
し
給
へ
る

 
 

［
元
］
く
し
た
ま
へ
る

 
 

［
西
］
ぐ
し
た
ま
へ
る

ぐ
し
給
へ
る
は
、
ぐ
し
給
へ
る
ぞ
と
い
ふ
べ
き
、
そ9

文
字
を
省
け
り
。

㊴
（
五
十
三
ウ
6
） ［
和
］［
群
］
ね
た
る
と
思
ひ
て

 
 

［
元
］［
西
］
ね
た
る
と
お
も
ひ
て

○
（
朱
）

ね
た
る
と
思
ひ
て
は
、
ね
た
る
こ
と
と
思
ひ
て
と
い
ふ
べ
き
こ
と
の
文

字
を
省
け
る
な
り
。

㊵
（
五
十
四
ウ
7
） ［
和
］［
群
］［
元
］
れ
う
か
い

 
 

［
西
］（
れ9 う

か
ゝ
い
イ
本

う
か
い

9

9

9

▲
（
朱
）

れ
う
か
い
一
本
に
は
、
う
か
ゞ
い
と
も
あ
り
、
孰
れ
に
て
も
、
意
さ
だ

か
な
ら
ず
。
伝
写
の
誤
り
も
や
あ
る
へ
か
ら
ん
。

㊶
（
五
十
七
ウ
8
） ［
和
］
返
り
こ
と
に

 
 

［
群
］
返
ご
と
に

 
 

［
元
］［
西
］
か
へ
り
こ
と
に

返
り
ご
と
は
、
か
へ
し
と
い
ふ
べ
き
所
な
り
。

㊷
（
五
十
八
オ
1
）［
和
］［
群
］［
元
］［
西
］
い
き
た
る

○
（
朱
）

い
き
た
る
の
下
に
は
、
に9

文
字
を
省
け
り
。

㊸
（
五
十
九
ウ
5
） ［
和
］［
群
］［
西
］
と
ふ
な
れ
ば

 
 

［
元
］
と
ふ
な
れ
は

 
 

 

○
（
朱
）

と
ふ
な
れ
ば
ハ
、
と
い
ふ
な
れ
ば
を
約
め
た
る
な
り
。

㊹
（
六
十
一
オ
2
）

［
和
］ 
宮
づ
か
へ
と
て
も
、
こ
と
は
ひ
と
す
ぢ
に
、
つ
か
う
ま
つ
り

つ
ゝ
、
か
は
や
い
か
ゞ
あ
ら
ん
、
時
々
立
ち
い
で
ば
、
何
な
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る
べ
く
も
、
な
か
め
り
。
年
は
や
ゝ
さ
だ
過
き
行
く
に
、

［
群
］ 

宮
づ
か
へ
と
て
も
。
こ
と
は
ひ
と
す
ぢ
に
つ
こ
う
ま
つ
り
つ
ゞ

か
ば
や
。
い
か
ゞ
あ
ら
ん
。
時
々
立
い
で
ば
な
に
な
る
べ
く

も
な
か
め
り
。
と
し
は
や
く
は
た
過
行
に

［
元
］ 

宮
つ
か
へ
と
て
も
。
こ
と
ハ
ひ
と
す
ち
に
つ
こ
う
ま
つ
り
つ

か
は
や
。
い
か
ゝ
あ
ら
ん
。
と
き

く
立
い
て
ハ
な
に
な
る

へ
く
も
な
か
め
り
。
と
し
ハ
や
ゝ
は
た
す
き
ゆ
く
に

［
西
］ 

宮
づ
か
へ
と
て
も
、
こ
と
バ
ひ
と
す
ぢ
に
つ
こ
う
ま
つ
り
つ

〇 ○
つ
塙
写
本
ア
リ

が
ば
や
い
か
ゝ
あ
ら
ん
、
と
き

く
立
い
で
バ
、
な
に
な
る

べ
く
も
な
か
め
り
、
と
し
は
や
ゝ
（
はさ

写
本た

す
ぎ
ゆ
く
に
、

△
（
朱
）		

	
	

　
　
　
△
（
朱
）

こ
の
わ
た
り
誤
脱
あ
り
げ
な
れ
ば
、
異
本
ど
も
か
れ
こ
れ
と
見
合
せ
た

れ
ど
も
、
こ
は
と
覚
ゆ
る
も
、
な
け
れ
ば
、
今
は
、
さ
て
や
み
つ
。

５下
田
歌
子
の
『
和
文
教
科
書
』
の
六
之
巻
は
内
題
に
「
更
科
日
記

　
菅
原

孝
標
女
」
と
あ
る
よ
う
に
、
教
材
と
し
て
『
更
級
日
記
』
が
と
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
こ
に
日
記
文
学
、
紀
行
文
学
の
領
域
か
ら
先
述
し
た
よ
う
に

『
土
佐
日
記
』・『
十
六
夜
日
記
』
と
並
ん
で
、『
更
級
日
記
』
が
選
ば
れ
て
い

る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
『
土
佐
日
記
』（
江

戸
時
代
に
、
池
田
正
式
『
土
佐
日
記
講
註
』、
人
見
卜
幽
『
土
佐
日
記
附
註
』、

北
村
季
吟
『
土
佐
日
記
抄
』、
岸
本
由
豆
流
『
土
佐
日
記
考
証
』、
富
士
谷
御

杖
『
土
佐
日
記
燈
』、
香
川
景
樹
『
土
佐
日
記
創
見
』、
田
中
大
秀
『
土
佐
日

記
解
』、
橘
守
部
『
土
佐
日
記
舟
の
直
路
』、
鹿
持
雅
澄
『
土
佐
日
記
地
理

辨
』
な
ど
の
注
釈
書
が
書
か
れ
、
明
治
十
七
年
に
は
佐
々
木
弘
綱
『
添
註
土

佐
日
記
俚
言
解
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
）、『
十
六
夜
日
記
』（
江
戸
時

代
に
小
山
田
（
高
田
）
与
清
・
北
条
時
鄰
『
十
六
夜
日
記
残
月
抄
』
と
い
う

注
釈
書
が
書
か
れ
、
明
治
十
八
年
に
は
鈴
木
弘
恭
『
参
考
標
注
十
六
夜
日
記

読
本
』
な
ど
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
紀
貫
之
、
阿
仏
尼

の
令
名
と
と
も
に
早
く
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し

て
、
当
時
『
更
級
日
記
』
の
享
受
は
あ
ま
り
進
ん
で
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。こ

れ
は
『
更
級
日
記
』
の
本
文
、
す
な
わ
ち
藤
原
定
家
筆
の
御
物
本

―

現
存
す
る
写
本
は
す
べ
て
御
物
本
に
拠
っ
て
い
る

―
に
錯
簡
が
生
じ
て
い

て
、
そ
の
読
解
に
支
障
が
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
反
映
し
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
に
、
佐
々
木
信
綱
、
玉
井
幸
助
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
御
物
本
の
調
査
、
さ
ら
に
翌
年
の
玉
井
の
『
更
級
日
記
錯
簡
考
』

の
発
刊 7
に
よ
っ
て
、
錯
簡
が
正
さ
れ
、
正
し
い
順
番
で
読
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
近
代
の
『
更
級
日
記
』
研
究
は
ま
さ
に
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で

あ
り
、
例
え
ば
堀
辰
雄
な
ど
近
代
の
作
家
達
も
言
及
す
る
よ
う
な
、
文
学
史

的
に
も
重
要
な
作
品
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
『
更
級
日
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記
』
に
対
す
る
注
目
と
は
、
極
め
て
大
き
な
対
比
を
な
し
て
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
江
戸
時
代
に
、
本
格
的
な
注
釈
書
の
刊
行
こ
そ
な
い
も
の
の
、

元
禄
十
七
（
一
七
〇
四
）
年
の
絵
入
り
の
板
本
が
発
刊
さ
れ
る
な
ど
、『
更

級
日
記
』
へ
の
注
目
は
一
定
程
度
あ
っ
た
。『
群
書
類
従
』
に
も
収
録
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
作
品
に
着
目
す
る
人
が
い
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

錯
簡
の
た
め
、
今
日
的
な
目
で
見
る
と
、
前
後
の
つ
な
が
り
に
不
備
が
あ
っ

て
相
当
読
み
に
く
い
が
、
こ
の
作
品
に
心
惹
か
れ
る
人
々
は
存
在
し
続
け
て

き
た
の
で
あ
る
。

天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
に
発
刊
さ
れ
た
西
門
蘭
渓
校
本
の
板
本
も
、
元

禄
十
七
年
板
本
と
『
群
書
類
従
本
』
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
研
究
的
な
視
点

も
垣
間
見
ら
れ
る
。
錯
簡
に
よ
る
限
界
は
あ
り
つ
つ
も
、『
更
級
日
記
』
を

読
み
解
こ
う
と
す
る
努
力
は
着
実
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

下
田
歌
子
の
『
和
文
教
科
書
』
に
『
更
級
日
記
』
が
選
ば
れ
た
の
も
、
こ

の
よ
う
な
江
戸
時
代
の
享
受
史
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
想
定
で
き
る
。
そ

れ
に
し
て
も
、
津
本
信
博
の
大
著
『
更
級
日
記
の
研
究
』 8

に
記
さ
れ
た
詳
細

な
文
献
目
録
に
閲
し
て
も
、
明
治
期
の
享
受
に
関
し
て
は
、
こ
の
『
和
文
教

科
書
』
の
前
に
は
、
わ
ず
か
に
明
治
十
三
（
一
八
八
〇
）
年
のP

hizm
eier

の
独
語
訳
（W

ien

に
て
刊
行
）
を
掲
げ
る
の
み
で
あ
り
（
そ
れ
と
て
驚
く

べ
き
業
績
で
は
あ
る
が
）、
そ
れ
以
前
の
明
治
期
の
部
分
は
空
白
と
な
っ
て

い
る
。
い
か
に
『
和
文
教
科
書
』
が
先
駆
的
な
仕
事
で
あ
っ
た
か
が
わ
か
る

で
あ
ろ
う
。
以
下
、
そ
の
文
献
目
録
か
ら
、
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
（
な

お
、
こ
の
文
献
目
録
は
『
和
文
教
科
書
』
を
載
せ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

と
し
て
、
書
写
本
に
ま
で
注
視
怠
り
な
い
大
変
な
労
作
で
あ
る
こ
と
を
付
言

し
て
お
き
た
い
）、

『
更
科
日
記
』（『
日
本
文
学
全
書
』）
博
文
館

　
明
治
二
十
三
年

『
校
註

　
更
級
日
記
』
佐
佐
木
信
綱

　
東
京
堂
書
房

　
明
治
二
十
五
年

『
更
級
日
記
』（
国
会
図
書
館
本
）
鳥
山
啓
、
大
阪
の
書
肆
鹿
田
静
七
か

ら
購
入
、
校
合

　
明
治
二
十
六
年
九
月

『
更
科
日
記
』（『
群
書
類
従
』）
経
済
雑
誌
社

　
明
治
二
十
七
年

『
更
級
日
記
』（『
国
文
大
観
』）
明
文
社

　
明
治
三
十
一
年

　
板
倉
屋
書

店
　
明
治
三
十
六
年

『
更
級
日
記
講
義
』
大
塚
彦
太
郎

　
誠
之
堂

　
明
治
三
十
二
年

『
改
訂

　
更
級
日
記
略
解
全
』
関
根
正
直

　
明
治
書
院

　
明
治
三
十
三

年

と
い
う
よ
う
に
、『
更
級
日
記
』
の
注
釈
書
の
刊
行
が
続
い
て
い
る
。
下
田

歌
子
の
『
更
級
日
記
』
へ
の
着
目
は
、
そ
う
し
た
動
き
に
先
鞭
を
つ
け
る
よ

う
に
も
見
え
、
そ
の
先
駆
性
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
芳
賀
矢
一
・
立
花
銃
三
郎

編
『
国
文
学
読
本
』（
富
山
房
）
は
、
時
代
順
お
よ
び
作
者
順
に
国
文
学
作
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品
を
摘
出
し
て
い
て
、
文
学
史
的
な
視
点
の
萌
芽
と
い
う
観
点
か
ら
も
興
味

深
い
書
で
あ
る
が
、「
緒
言
」
か
ら
始
ま
る
こ
の
書
は
「
柿
本
人
麿
」「
山
部

赤
人
」
に
続
い
て
、「
紀
貫
之
」
を
立
項
し
、
さ
ら
に
「
紫
式
部
」「
清
少
納

言
」「
源
隆
國
」「
藤
原
為
業
」「
鴨
長
明
」「
葉
室
時
長
」
に
続
い
て
「
阿
仏

尼
」
の
名
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、

　
○
紀
貫
之

　
土
佐
日
記

　
抄
略

　
○
阿
佛
尼

　
十
六
夜
日
記

と
あ
る
よ
う
に
、『
土
佐
日
記
』『
十
六
夜
日
記
』
の
一
部
が
掲
出
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
菅
原
孝
標
女
の
名
も
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
『
更
級
日
記
』
の
名
も
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

書
は
当
時
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
文
学
史
的
な
関
心
と
強
く
呼

応
し
て
い
て
、
時
代
や
作
家
と
作
品
と
の
関
係
が
色
濃
く
立
ち
現
れ
て
い
る
。

下
田
歌
子
の
『
和
文
教
科
書
』
は
文
学
史
的
な
視
点
は
希
薄
で
、
和
文
と
し

て
の
規
範
を
示
す
文
章
を
掲
出
し
た
と
い
う
色
彩
が
強
い
よ
う
に
思
わ
れ
る

（
そ
の
姿
勢
は
頭
注
（
頭
書
）
に
も
反
映
し
て
い
る
）。

そ
れ
よ
り
も
前
の
刊
行
に
な
る
が
、
明
治
二
十
一
（
一
八
八
八
）
年
か
ら

刊
行
さ
れ
始
め
た
鈴
木
弘
恭
（
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
な
ど
で
教
鞭
を

と
っ
た
）
の
『
標
註
国
文
抄
』
全
十
冊
と
い
う
選
集
に
も
日
記
文
学
・
紀
行

文
学
の
分
野
で
は
『
土
佐
日
記
』『
十
六
夜
日
記
』
が
選
ば
れ
、『
更
級
日

記
』
は
選
ば
れ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
近
接
す
る
時
期
の
出
版
状
況
を
見
て
も
、『
和
文
教
科
書
』

に
『
更
級
日
記
』
の
全
文
を
掲
載
し
た
、
そ
の
着
目
の
早
さ
は
、
際
立
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
仮
名
日
記
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
江
戸
時
代

に
注
釈
も
複
数
出
版
さ
れ
て
い
た
『
紫
式
部
日
記
』
や
『
蜻
蛉
日
記
』
と

い
っ
た
作
品
を
掲
出
す
る
と
い
う
選
択
も
あ
り
得
た
は
ず
で
あ
る
）。

６さ
て
、
本
稿
で
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
こ
の
『
和
文
教
科
書
』
は
頭
注

（
頭
書
）
と
い
う
形
で
、
下
田
歌
子
に
よ
る
注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ

が
、
こ
の
『
更
級
日
記
』
に
お
い
て
も
四
十
四
箇
所
に
及
ぶ
、
注
釈
が
示
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
享
受
と
い
う
観
点
か
ら
も
特
筆
す
べ
き
と

こ
ろ
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
教
科
書
と
い
う
特
徴
か
ら
で
も
あ
ろ
う
が
、
あ
ま

り
細
か
い
注
解
が
施
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
特
に
人
物
や
史
実
を
め

ぐ
る
注
釈
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
付
け
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

『
更
級
日
記
』
の
現
存
す
る
写
本
の
元
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
藤
原
定
家

筆
御
物
本
が
多
く
の
傍
注
や
勘
物
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
記
録
的
な
情
報
を

記
し
て
い
た
の
と
極
め
て
対
照
的
で
あ
る
。
語
釈
的
な
注
釈
も
「
ひ
た
え
の

ひ
さ
ご
」
の
「
ひ
さ
ご
」
に
付
け
ら
れ
た
、「
ひ
た
え
は
、
直
柄
に
て
、
す

ぐ
に
す
げ
た
る
、
柄
な
り
と
ぞ
」（
本
稿
で
⑤
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
）
と

い
っ
た
指
摘
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

む
し
ろ
注
釈
の
大
部
分
は
本
文
の
省
略
や
脱
落
の
指
摘
に
費
や
さ
れ
て
い
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て
（
②
・
③
・
④
・
⑥
な
ど
）、
文
意
を
い
か
に
つ
か
む
か
と
い
う
点
に
注

解
の
意
図
は
集
約
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
日
的
な
視
点
か
ら
す

る
と
、
一
見
誤
脱
を
想
定
し
な
く
て
も
前
後
の
意
味
が
通
じ
る
部
分
も
あ
り

そ
う
だ
が
、
文
語
的
文
体
を
自
家
薬
籠
の
も
の
と
し
て
運
用
す
る
教
養
人
、

知
識
人
で
あ
っ
た
下
田
歌
子
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
よ
り
理
解
の
し
や
す
い
、

自
然
な
本
文
に
整
え
た
い
と
い
う
意
向
が
働
い
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
に
は
「
例
言
」
に
述
べ
て
い
た
「
今
和
文
学
の
法
則
と
し
て
、
教
ふ
べ

き
も
の
」
の
為
と
し
て
選
び
と
る
規
範
と
な
る
文
章
を
掲
載
す
る
と
い
う
教

科
書
的
な
視
点
も
ま
た
働
い
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
錯

簡
が
正
さ
れ
る
前
の
状
況
下
で
の
仕
事
が
困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
容

易
に
想
像
さ
れ
る
。

冒
頭
に
「
此
日
記
は
、
誤
脱
多
く
、
異
本
ど
も
、
か
れ
こ
れ
見
あ
は
せ
た

り
し
か
ど
も
、
猶
こ
は
と
い
ふ
べ
き
は
、
見
い
で
ね
ど
も
、
此
頃
の
、
文
章

の
す
が
た
を
見
ん
に
は
、
便
り
と
も
な
り
ぬ
べ
け
れ
ば
と
て
、
斯
く
は
、
編

み
入
れ
た
る
な
り
」（
①
）
と
あ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
写
本
を
参
照
し

て
、
よ
り
良
い
本
文
を
構
築
し
よ
う
と
努
力
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。
下
田
歌
子
が
ど
の
よ
う
な
本
を
披
見
し
て
い
た
か
は
現
時
点
で
不
明
で

あ
り
、
稿
者
も
さ
ら
に
調
査
を
期
し
た
い
と
思
う
が
、
本
稿
が
注
釈
を
掲
出

す
る
際
に
、
参
考
と
し
て
掲
げ
た
『
群
書
類
従
本
』
や
二
種
類
の
板
本
は
下

田
歌
子
の
座
右
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
つ
興
味
深
い
こ
と
と
し
て
、

明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
九
月
に
鳥
山
啓
が
現
在
国
会
図
書
館
に
蔵
さ

れ
て
い
る
本
を
、
大
阪
の
書
肆
鹿
田
静
七
か
ら
購
入
し
校
合
し
て
い
る
が

（
津
本
『
更
級
日
記
の
研
究
』
に
記
載
が
あ
る
）、
こ
の
本
の
書
写
奥
書
に
拠

る
と
、
校
合
に
際
し
て
、
こ
の
『
和
文
教
科
書
』
が
使
わ
れ
て
い
る
と
と
も

に
（「
和
本

　
和
文
教
科
書
頭
書
あ
り
」）、「
華
本

　
華
族
女
学
校
蔵
写
本
な

り
傍
註
あ
り
奥
書
あ
り
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
下
田
歌
子
が
こ
の
教
科
書

を
使
用
し
た
、
ま
さ
に
そ
の
華
族
女
子
学
校
に
『
更
級
日
記
』
の
写
本
が
存

し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
本
も
下
田
歌
子
が
披
見
し
て
い
た
蓋

然
性
は
極
め
て
高
い
で
あ
ろ
う
（
な
お
、
国
会
図
書
館
本
も
含
め
て
、『
和

文
教
科
書
』
編
纂
に
際
し
て
、
下
田
歌
子
が
披
見
し
て
い
た
『
更
級
日
記
』

の
写
本
や
板
本
に
つ
い
て
は
今
後
あ
ら
た
め
て
調
査
・
報
告
を
し
た
い
）。

７こ
こ
で
は
『
和
文
教
科
書
』
の
中
の
『
更
級
日
記
』
に
限
っ
て
論
究
を
試

み
た
が
、
さ
ら
に
全
体
を
視
野
に
収
め
た
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
よ
う
。
教

育
対
象
と
し
て
、
と
り
わ
け
女
子
教
育
の
対
象
と
し
て
、
古
典
文
学
作
品
に

下
田
歌
子
が
何
を
求
め
て
い
た
か
、
も
ち
ろ
ん
下
田
自
身
の
直
接
述
べ
た
こ

と
ば
か
ら
探
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
う
し
た
こ
と
ば
か
ら
こ

ぼ
れ
落
ち
て
い
る
よ
う
な
内
実
を
、
ま
さ
に
教
科
書
に
選
ば
れ
た
作
品
群
の

中
か
ら
、
ま
た
そ
こ
に
寄
せ
ら
れ
た
注
釈
と
い
う
こ
と
ば
の
中
か
ら
探
り
出

す
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
そ
こ
に
本
当
に
大
切
な
も
の
が
存
在
し
て
い
る
場
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合
も
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
下
田
歌
子
が
『
更
級
日
記
』
を
選
ん

だ
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
作
品
の
表
題
が
信
濃
国
の
姨
捨
伝
説
に
基
づ

い
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
上
総
国
か
ら
京
へ
の
紀
行
か
ら
筆
が
起
こ

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
関
わ
ら
せ
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
卑
見

を
述
べ
た
い
。
下
田
歌
子
が
生
ま
れ
た
の
は
、
信
濃
国
に
近
接
す
る
美
濃
国

岩
村
藩
で
あ
り
、
ま
ず
『
更
級
』
と
い
う
表
題
に
親
近
感
を
抱
い
た
こ
と
が

想
像
さ
れ
る
。
ま
た
十
七
才
で
上
京
し
た
と
い
う
経
歴
は
、
十
三
才
で
京
に

上
っ
た
孝
標
女
と
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
る
に
足
る
符
合
だ
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
行
く
先
は
東
京
と
京
と
い
う
こ
と
で
相
違
が
あ
る

が
、
都
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
郷
里
で
才
女
と
歌
わ
れ
て
い
た

下
田
歌
子
（
平
尾
鉐
）
が
上
京
に
際
し
て
抱
い
た
感
慨
が
、
京
に
物
語
を
求

め
て
旅
立
つ
孝
標
女
に
重
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
十
分
想
定
で
き
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
下
田
歌
子
が
上
京
時
に
記
し
て
い
た
と
い
う
日
記
は
い
み
じ
く

も
『
東
路
之
日
記
』
と
題
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
（
現
在
は
散
佚
し
、
そ

の
写
本
の
み
在
し
て
い
る
）。

そ
の
よ
う
な
推
定
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
下
田
歌
子
の
著
作
『
女
子

の
文
藝
』 9

を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
は
女
性
が
学
ん
で
お
き
た
い
古
典

文
学
作
品
が
並
べ
ら
れ
、
読
み
ど
こ
ろ
が
摘
出
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
文
学

作
品
と
並
ん
で
、『
更
級
日
記
』
か
ら
、
浜
名
の
橋
か
ら
高
師
の
浜
、
二
村

山
さ
ら
に
宮
地
の
山
に
及
ぶ
記
述
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
更
級
日
記
』
と

い
え
ば
、
冒
頭
部
や
『
源
氏
物
語
』
入
手
の
場
面
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
が
、

現
在
の
古
典
教
育
の
定
番
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
紀
行
部
分
か
ら
の
摘
出
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
紀
行
の
中
で
も
あ
ま
り
有
名
な
箇
所
で
は
な
い
の
で
、

い
さ
さ
か
意
外
な
感
も
あ
る
が
、
下
田
歌
子
が
『
更
級
日
記
』
の
上
洛
の
記
、

紀
行
部
分
に
価
値
を
置
い
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
美
濃
国
か
ら
南
下
す
る
遠
江
、
三
河
国
の
景
観
が
選
び
取
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
、
も
ち
ろ
ん
宮
地
の
山
で
詠
ま
れ
た
歌
に
歌
人
と
し
て
関
心
が

寄
せ
ら
れ
て
は
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
下
田
歌
子
の
郷
里
へ
の
意
識

が
幾
何
か
反
映
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
下
田
歌
子
の
郷
里
岩
村

は
、
遠
江
、
尾
張
、
信
濃
三
国
と
美
濃
を
結
ぶ
街
道
の
結
節
点
に
位
置
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
で
は
、
同
じ
美
濃
国
の
野
上
な
ど
の
記
述
が
取
り
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
疑
問
を
挟
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
野

上
は
「
野
上
と
い
ふ
所
に
着
き
ぬ
。
そ
こ
に
遊
女
ど
も
出
で
来
て
、
夜
一
夜

歌
う
た
ふ
に
も
、
足
柄
な
り
し
思
ひ
出
で
ら
れ
て
、
あ
は
れ
に
恋
し
き
こ
と

か
ぎ
り
な
し
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
遊
女
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
教
科
書

の
採
録
に
は
適
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
更
級
日
記
』
に
対
す
る
時
代

を
超
え
た
着
目
も
、
こ
の
よ
う
な
郷
里
へ
の
思
い
に
支
え
ら
れ
て
い
た
部
分

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
更
級
日
記
』
は
そ
の
表
題
、
内
容
か

ら
、
下
田
歌
子
の
琴
線
を
刺
激
す
る
も
の
が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
。い

ず
れ
に
し
て
も
『
和
文
教
科
書
』
に
お
い
て
『
更
級
日
記
』
の
全
文
が
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採
用
さ
れ
、
そ
こ
に
頭
注
（
頭
書
）
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、『
更
級
日

記
』
に
対
峙
し
た
女
性
に
よ
る
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
研
究
史
に
お
い
て

も
特
筆
す
べ
き
重
要
事
で
あ
っ
た
。
今
後
さ
ら
に
『
和
文
教
科
書
』
全
体
を

視
野
に
収
め
な
が
ら
、
こ
の
書
の
考
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

■
注

1 

實
踐
女
子
學
園
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
、
学
校
法
人
実
践
女
子
学
園
、

平
成
十
三
年
三
月
。

2 

注
1
に
同
じ
。

3 

学
祖
の
教
育
理
念
が
当
時
い
か
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
て
い
た
か
に
つ

い
て
は
、
例
え
ば
、
跡
見
学
園
の
母
体
で
あ
る
跡
見
学
校
（
跡
見
女
学
校
）

に
お
い
て
、
学
祖
跡
見
花
蹊
が
自
筆
の
手
本
に
よ
る
書
道
教
育
を
推
進
し

て
い
た
こ
と
な
ど
に
、
そ
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
植

田
恭
代
「『
源
氏
物
語
』
か
ら
み
る
跡
見
女
学
校
の
教
育

―
明
治
・
大

正
期
を
中
心
に

―
」
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要

　
第
三
十
七
号
、

平
成
十
六
年
三
月
）。

4 

伊
藤
鉄
也
「〈
河
内
本
群
〉
を
指
向
し
た
下
田
歌
子
の
校
訂
本
文

―
『
源

氏
者
物
語
講
義
（
桐
壺
）』
の
検
討
を
通
し
て

―
」、『
講
座

　
源
氏
物

語
研
究

　
第
七
巻

　
源
氏
物
語
の
本
文
』
お
う
ふ
う
、
平
成
二
十
年
二
月
。

5 

注
1
に
同
じ
。

6 

注
1
に
同
じ
。

7 

育
英
書
院
、
大
正
十
四
年
五
月
。

8 

早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
七
年
七
月
。

9 

冨
山
房
、
明
治
三
十
七
年
五
月
。

（
く
ぼ
・
た
か
こ
／
実
践
女
子
学
園
下
田
歌
子
研
究
所
研
究
員
）


